
Vol.78 4令和 11

〒868-0004人吉市九日町83  2F

ケンタッキー
吉村皮膚科

あゆの里

至 

人
吉
駅
・
青
井
阿
蘇
神
社

鍋屋本館

イスミ
本店 セブンイレブン

熊本中央信用金庫
人吉支店

農免道路

人吉IC

球　　磨　　川

新事務所

人吉市九日町83
2階

九 日 町 通 り

大

橋

水
の
手
橋

〒868-0004 人吉市九日町83  2F

　

九
月
定
例
県
議
会
は
九
月
九
日
に
開
会
し
、

会
期
二
十
七
日
間
の
日
程
を
終
え
十
月
五
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

　

予
算
関
係
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
梅
雨
前
線
豪

雨
の
復
旧
の
た
め
の
対
応
。さ
ら
に
、赤
潮
被
害

に
伴
う
養
殖
業
者
の
早
期
事
業
再
開
の
た
め
、総

額
一
〇
二
億
円
余
の
増
額
補
正
の
提
案
が
な
さ

れ
、原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

一
方
、条
例
関
係
で
は
、県
職
員
の
定
年
を
六
十

五
歳
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
条
例
や
、公
契
約
に

関
す
る
基
本
理
念
及
び
県
・
事
業
者
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
条
例
を
含
め
、九
条
例
の

制
定
等
の
提
案
が
な
さ
れ
、原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、代
表
質
問
等
を
通
し
て
熊
本
地
震
関

連
と
し
て
は
、益
城
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
熊
本
地

震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

令
和
二
年
七
月
豪
雨
関
連
と
し
て
は
、球
磨
川

水
系
の
治
水
対
策
や
五
木
村
の
振
興
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
特
に
注
目
を
集

め
た
の
は
、定
例
会
冒
頭
、蒲
島
知
事
よ
り
空
港

ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
追
加
検
討
に
係
る
中
間
的
な

10月9日、国宝青井阿蘇神社の例大祭「おく

んち祭り」の神幸行列が3年ぶりに行われ、

沿道はかつての賑わいを取り戻したかのよ

うに大勢の見物客でいっぱいでした。

You'll never find rainbows if you're looking 

down.「下を向いたままでは、虹はみつけら

れない」とは喜劇王チャップリンの言葉。

人吉らしさを継承したいと今年は「承」とい

う火文字が奉納団体により楼門前に点火さ

れ、地元高校生による球磨神楽の伝承が話

題になるなど未来へ向けて明るい「虹」が

見えたような気がします。＜K.T＞

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

　
　
　
　
県
民
生
活
を
守
り
抜
く
！

は
、道
の
復
旧
に
よ
る
孤
立
集
落
の
解
消
等
に
つ

い
て
の
議
論
、最
近
の
物
価
高
騰
を
受
け
、特
に

農
業
者
に
お
い
て
、農
業
資
材
や
肥
料
・
飼
料
の

著
し
い
価
格
上
昇
に
よ
り
大
変
我
慢
を
強
い
ら

れ
る
状
況
に
あ
り
、生
産
者
の
負
担
軽
減
に
繋
が

る
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
県
に
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
件
に
関
連
し
て
、今
回
、自
由
民
主
党
、立

憲
民
主
連
合
、公
明
党
の
三
会
派
よ
り「
食
料
安

全
保
障
の
強
化
及
び
燃
油
・
肥
料
・
飼
料
等
生
産

資
材
価
格
高
騰
対
策
の
拡
充
に
関
す
る
意
見

書
」も
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
定
例
会
に
お
い
て
も
、さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
で
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、県
議
会
と
し
て
は
引
き
続
き
、感
染
症
対
策

に
万
全
を
期
す
と
共
に
、傷
ん
だ
経
済
、県
民
生

活
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
執
行
部
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

尚
、去
る
九
月
二
十
七
日
に
日
本
武
道
館
で

行
わ
れ
た
故 

安
倍
晋
三
元
総
理
国
葬
儀
に
熊
本

県
議
会
議
長
と
し
て
参
列
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

安
倍
元
総
理
に
は
熊
本
地
震
や
令
和
二
年
七
月

豪
雨
災
害
の
時
に
我
が
県
に
は
多
大
な
ご
支
援

を
頂
き
、今
な
お
、そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。ま
た
自
民
党
所
属
の
地
方
議
員
と

し
て
も
色
々
な
場
面
で
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、ご

指
導
を
頂
い
て
き
ま
し
た
の
で
、当
日
は
心
か
ら

の
感
謝
の
誠
を
捧
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
を
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調
査
概
要
の
公
表
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
肥
後
大
津
ル
ー
ト
の
事
業
効

果
が
最
も
高
い
と
の
試
算
結
果
が
提
出
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、早
期
の
事
業
化
を
求
め
る
声
が
上

が
る
一
方
、利
用
者
予
測
で
は
三
里
木
ル
ー
ト
が

最
多
で
あ
る
こ
と
か
ら
肥
後
大
津
と
三
里
木
の

優
劣
の
差
が
見
え
な
い
と
の
意
見
や
、Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

進
出
の
効
果
等
、十
分
な
説
得
力
が
な
け
れ
ば

県
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
意
見
も
あ

り
、活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、先
般
の
台
風
十
四
号
の
被
害
に
関
し
て

〜
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、連
携
と
推
進
で
解
決
策
を
提
示
す
る
！
〜

10月9日／青井阿蘇神社 おくんち祭 10月9日／おくんちまつり神幸行列10月７日／夏目友人帳影絵点灯式9月5日／火の国サラマンダーズ試合観戦

9月15日／若手県職員との交流会（第2回）

9月14日／西九州新幹線試乗会8月28日／「０９６k歌劇団」舞台観覧

8月7日／球磨焼酎の日PRイベント（熊本屋台村）

7月14日～15日／菊陽町・阿蘇地域視察



　７月２１日、今年４月に熊本市中心部に開設された「スタートアップ ハ
ブ くまもと」を視察しました。多くの団体等が協力・連携・後援等を行って
おり、専門スタッフや関係企業の担当者が連携して、事業計画、資金調達、
ビジネスマッチング、事業承継などの創業・開業に関する各種相談にス
ピード感をもって対応されており、多くの実績を上げておられました。

創業・開業支援「スタートアップ ハブ くまもと」視察

　１０月１日、栃木国体の総合開会式に参加しました。
　開会式前の選手団結団式において「お世話になった方々への感謝を忘れないこと。
そして、その感謝の気持ちに応えるには、勝つこと、自己新記録を更新すること、一生
懸命に頑張ること。東京オリンピックの時に日本人選手が活躍し、日の丸が上がるこ
とで国民に勇気と感動を与えたように、皆さんの活躍が県民に勇気と感動を与える。」
と激励の言葉を述べました。

第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」総合開会式 　７月２１日、議長応接室において、県商工会議所青年部連合会との意見交換会を行
いました。若手後継者等育成事業や災害支援活動等について、今後どのように進める
べきか意見を求められ、県議会議員として、そして商工会議所の先輩として、知識と経
験を踏まえ意見を述べたほか、今後の県との連携など、活発な意見交換となりました。

県商工会議所青年部連合会との意見交換会

　９月２７日、故安倍晋三国葬儀に参列しました。
　平成２８年熊本地震及び令和２年７月豪雨発災直後の現地対応や
「できることは全てやる」という考えに基づくその後の力強い支援への
感謝、そして、若手議員時代からの数々の思い出を振り返りながら、安
倍元総理を偲びました。

故安倍晋三元総理国葬儀

　１０月４日、中小・小規模事業者の悩みごとの相談に対応する「熊本県よろず
支援拠点」を訪問し、組織の概要や支援事例について、説明いただきました。
　これからコロナ禍に資金を借りた事業者の返済が始まること、原材料費や物
価の更なる高騰により経営が益々厳しくなること、事業承継の制度は充実してき
たが周囲の話を聞いていると、実行は難しいと感じていることなどについて、意
見交換を行いました。

熊本県よろず支援拠点訪問

　９月１５日「２０５０年県内ＣＯ２排出実質ゼロ」の目標を達成し、持続可能
な未来を実現するため、民間事業者、九州大学及び県執行部に集まっていただ
き、カーボンクレジットの勉強会を開催しました。豪雨災害からの復興を進め
る人吉球磨地域でカーボンクレジット事業を行う場合のアイデアも出るなど
活発な勉強会となり、今後も連携して検討していきます。

カーボンクレジット勉強会

　８月１０日、熊本県産あさりを守り育て、適正に流通・販売させる取組みについて、
漁場での漁獲、荷揚場、砂抜き・ネット詰め等を行う認定工場、販売協力店をそれ
ぞれ視察しました。２度と不正を起こさせないための「熊本モデル」について確認す
るとともに、関係者からは担い手不足の課題についても話を聞くことができました。

熊本県産アサリの「熊本モデル」取組状況視察

　８月２４日、佐賀市で開催された「九州各県議会議長会議」に会長と
して出席しました。開会の挨拶として「有事と思われる今、九州が一つ
となって行動していくことが大事。防衛・経済・食糧の安全保障につい
て、国へ要望していく」と述べたあと、会議では、九州各県から提案され
た２３の議案が審議され、今秋関係省庁等に要請する内容が決議され
ました。

令和４年度第２回 九州各県議会議長会議

　７月１１日、若手人材育成の一環として熊本大学で開催された「キャリア支援講義」で講師
を務めました。講義テーマは「政治と私を考える」「政治家が若い人たちに憧れられる存在にな
らなければ政治に興味を持つ若者は増えない。」「地方を良くすることで日本が良くなる。」
「政治は、ダイナミックに物事を動かす力がある。」といった、政治家としての考えを語ったほか
「人を批判ばかりするのではなく、自分が積極的に動き仕掛けていく精神が大事。そして、感謝
の心、奉仕の心、調和の心を持つことを忘れないでほしい。」と述べました。

熊本大学文学部「キャリア支援講義」

　８月４日、６月定例県議会で可決された「地方消費者行政に対する財政支援(交付金等)の
継続・拡充を求める意見書」を提出するため、赤池内閣府副大臣を訪問し、手渡しました。地方
の財政が厳しい状況にある中、消費者行政に関する国からの交付金が大きく減額されている
状況であり、詐欺などの被害から消費者を守るためには、恒久的な財源措置と地域の実情に
応じた予算の活用ができる仕組みを作る必要があると求めました。

地方消費者行政に関する国への意見書提出

　７月２８日、総理官邸で開催された岸田総理大臣との懇談会に出席しまし
た。会では、九州ブロックを代表して、国際情勢が緊迫している状況を踏まえ、
外交交渉や島嶼防衛の強化、原子力発電所を守るための防衛力の向上を求
めたほか、経済分野についても、TSMC及び関連企業の支援、産官学が連携
した新ビジネスの創出、人材育成と人材確保の仕組みの構築、九州の縦横
軸幹線道路ネットワークの整備等について要望を行いました。

内閣総理大臣と都道府県議会議長との懇談会

　７月５日、合志市に６月に開院した、医療的ケア児の宿泊が可能な
医療型短期入所施設「穂っぷ こども在宅＆心身クリニック」を視察し
ました。日常生活及び社会生活を送るうえで、恒常的に人工呼吸器
による呼吸管理、喀痰吸引及びその他の医療行為が必要な医療的ケ
ア児は、全国的に増加しており、介護を行う家族が安心して休息をと
るためにも、このような施設は必要だと実感しました。

医療的ケア児の医療型短期入所施設視察

　９月９日に開会した９月定例県議会は、１０月５日に、予
算関係４件、条例関係９件、意見書４件など、計４７の議案
が可決・同意・承認され、閉会しました。
　閉会後の議長記者会見では、会期中に国葬や台風１４号
の熊本直撃などがあったことも含め、定例会全体を振り返
り、その後、ＴＳＭＣ進出に係る県の対応、空港アクセス鉄道
のルート選択、市房ダムの緊急放流等について、記者からの
質問に答えました。

９月定例県議会閉会

活

動

報

告


